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 要  旨 
日本では，北海道と青森県を除いた全国でマツ材線虫病が蔓延しており，その枯死メカニズム
解明と非破壊で内部状態を把握する技術が期待されている．本研究では，線虫接種および乾燥状
態のクロマツを対象に，木部から発生する AE を測定した．また，ひずみゲージを用いた樹径測
定，プレッシャーチャンバーを用いた針葉の水ポテンシャル測定，低温走査型電子顕微鏡
（cryo-SEM）を用いた木部組織観察を行い，樹体内の水分量の変化と AE発生の関係について調
べた．その結果，以下の結論を得た． 
cryo-SEM による木部観察結果から，線虫接種木の木部では線虫の移動経路とされている樹脂
道を起点とする空洞化が拡大し局所的な embolism（＝塞栓症）を引き起こすのに対し，乾燥木
の木部では樹脂道の空洞化は起こらず，離散的な仮道管の空洞化が木部の一様な embolism を発
生させることがわかった． 
AE 計測結果から，線虫接種木では，接種後約 2週間で接種前 3日間（コントロール期）の平
均事象数の 800倍以上に AE発生が急増し，AE急増期には cavitationの蓄積・合体が原因と思
われる高振幅の AE が検出されることが確認された．乾燥木では，乾燥経過とともに AE 事象数
が増加し，AE事象数が最も多くなるピーク日には，線虫接種木のピーク日の約 4.5倍の AEが発
生し，AE増大期には線虫接種木よりも約 10dB最大振幅値の大きい AEが検出された．線虫接種
木と乾燥木の AE 事象数の日変化において，昼間の AE発生の増減傾向が AE 事象数ピーク日の
前後で異なったことから，この傾向が病状進行または乾燥進行の判断基準になることがわかった． 
水ポテンシャルおよび樹径の測定結果から，乾燥木および線虫接種木では木部の乾燥および線
虫接種後の経過日数にともなって水ポテンシャルが低下し木部の負圧が増加すること，樹径の減
少が引き起こされることがわかった．線虫接種木より乾燥木の樹径の減少が大きかった．実験期
間中の AE 全事象数に対する各測定日までの加算事象数の割合と水ポテンシャル値の関係から，
乾燥木のほうが線虫接種木よりも木部の負圧増加量は大きいと考えられる．この負圧増加量の差
異が，AE事象数ピーク日の事象数の差や樹径減少量の差として表れたと考えられる． 
これらのことから，乾燥木と線虫接種木において，木部の embolism が拡大する過程で発生す
る AE の事象数とパラメータに明確な違いが確認され，AE 法による非破壊的な通水阻害の評価
が有効であることが示唆された． 
 
